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 坂井市長    池田 禎孝 様 
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坂 井 市 監 査 委 員   亀 嶋  政 幸  

同       重 森  宣 彦  

同       辻󠄀   人 志  

 

 

財政援助団体等監査の結果報告書の提出について 

 

 

地方自治法第 199 条第 7 項の規定により実施した財政援助団体等監査の結果に関

する報告を、次のとおり提出します。 

 

第 1 監査対象の団体名、所在地及び所管部局 

団体名 所在地 所管部局 

Ａ 株式会社 アイビックス 
福井市下馬 2 丁目 

101 番地 

産業政策部農業振興課 

（ 坂 井 地 域 交 流 セ ン タ

ー指定管理） 

Ｂ 
公益社団法人 

坂井市シルバー人材センター 

坂井市春江町随応寺 

第 17 号 10 番地 

産業政策部商工労政課 

（ 坂 井 市 シ ル バ ー 人 材

センター運営補助金・事

業補助金） 

Ｃ 
一般社団法人 

DMO さかい観光局 

坂井市坂井町長畑 

第 7 号 6 番地 5 

産業政策部観光交流課 

（一般社団法人 DMO さ

かい観光局運営補助金） 

 

 

第 2 監査の範囲 

令和 5 年度の財政的援助等に係る出納その他の事務 

 

第 3 監査の期間 

令和 6 年 8 月 1 日から令和 6 年 10 月 31 日まで 



 

 

第 4 監査の着眼点 

監査の主な着眼点は、次の表のとおりである。 

区分 団体 所管部局 

公の施設の 

指定管理者 

 

・ 協定等に基づく義務の履行

は適切に行われているか。 

・ 施設の利用促進のための努

力はなされているか。 

・ 公の施設に係る会計経理は

適正になされているか。 

 

・ 指定管理に関する経費の算

定、支出の方法、時期、手

続等は適正に行われている

か。 

・ 協定等に基づく義務の履行

確認は適切になされている

か。 

・ 事業報告書の点検は適切に

なされているか。 

・ 指定管理者の経営成績およ

び財政状況を十分把握し適

切な指導監督を行っている

か。 

 

補助金等 

交付団体 

 

・ 補助事業は、目的に沿って

適正かつ効率的に執行され

ているか。 

・ 補 助 金 に 関 わ る 会 計 経 理

は、適正に行われているか。 

・ 補助金等の算定は、適正に

行われているか。 

・ 資金を他に流用又は不正に

使用していないか。 

・ 帳簿その他の証拠書類は適

正 に 整 理 保 管 さ れ て い る

か。 

 

 

・ 補助金等の交付手続及び会

計経理は適正に行われてい

るか。 

・ 補助金等交付団体への指導

監督は適切に行われている

か。 

今回は、団体及び所管部局から提出された資料に基づき現状を確認するとともに、

指定管理料および補助金等の運用状況について、関係職員及び団体関係者から説明

を求め、効率性、妥当性の観点で事務局の調査をもとに書類監査を実施した。 

 

第 5 監査委員の除斥 

 亀嶋政幸監査委員は、令和 5 年度において一般社団法人 DMO さかい観光局の監事

の職にあったことから、同法人に係る監査について地方自治法第 199 条の 2 の規定

により除斥した。 

 

 



 

第 6 監査の結果等 

監査の概要は、次のとおりである。監査の際に見受けられた軽微な事項について

は、口頭でその改善を求めた。所管課においては、適切に指導監督されたい。なお、

地方自治法第 199 条第 10 項の規定により、監査委員意見を別紙のとおり添付する。 

 

 

【Ａ．株式会社アイビックス】 

 

１．株式会社アイビックスの概要 

（１）設立目的 

 株式会社アイビックスは、次の事業を営むことを目的とする。 

１）  警備業法に基づく警備業務 

２）  産業廃棄物収集運搬業務 

３）  総合ビル管理業務 

４）  労働者派遣事業 

５）  損害保険の代理業務 

６）  一般貨物自動車運送事業 

７）  衛生に関する機器の販売及び設置 

８）  消臭機器・消臭剤の販売及び設置、臭気測定 

９）  水処理装置の販売及び設置 

１０）  電気工事・配管工事業 

１１）  建物、構築物の増築・修繕 

１２）  駐車場の管理業務 

１３）  塗装業務 

１４）  放置車両の確認等に関する業務 

１５）  清掃資器材の販売 

１６）  防犯機器の販売及び設置 

１７）  消防設備機器の販売及び設置、並びに保守点検業務 

１８）  調理業務 

１９）  食器洗浄業務 

２０）  売上金の回収・精査・口座振込 及び釣銭の配送業務 

２１）  旅館業 

２２）  高度管理医療機器販売及び賃貸業 

２３）  建築一式工事 

２４）  内装仕上工事 



 

２５）  建築物の設計・工事監理 

２６）  建築士事務所に関する一切の業務 

２７）  自衛消防業務 

２８）  マンション管理業 

２９）  以上の各号に関するコンサルティング業務並びに附帯する一切の業務 

 

（２）本市との関係 

ア 公の施設の指定管理者 

本市が株式会社アイビックスに対して、指定している施設の指定管理の状況は次

のとおりである。 

年度 公の施設名称 場所 
指定管理者

委託料（円） 
指定期間 

5 
坂井市坂井地域交流

センター（いねす） 

坂 井 市 坂 井 町

蔵垣内第 34 号

14 番地 1 

28,000,000 

令和 5 年 4 月 1 日 

～ 

令和 10 年 3 月 31 日 

 

２．監査の結果 

株式会社アイビックスに対する財政援助等に係る出納その他の事務について、お

おむね適正に執行されているものと認められた。なお、次の事項については事務処

理等において注意すべき内容として、適切な改善指導を講じられたい。 

・備品管理について、備品シールが貼付されていない、もしくはシールが古くなっ

ており文字が読めない物品が見受けられた。また、廃棄済みの物品が直近の管理

物品台帳に反映されておらず、内容が実際の備品管理状況と一致していない状態

となっていた。台帳を速やかに見直し、備品の管理状況を適宜正確に把握するよ

う努められたい。 

・入出金管理について、集計時の伝票類に責任者の押印等がなく、責任者が内容を

確認したかが不明瞭であった。現地調査後に責任者の押印欄の追加および集計表

の改善を行った旨の報告を受けているが、所管課にて改善内容が適切かどうかの

点検を実施されたい。 

・指定管理者運営評価シートについて、コロナ禍により数値目標を下回る状況が続

いている。また、体験教室開催回数が計画立案の遅れから目標値を大きく下回っ

ている。新型コロナウイルス感染症の影響も落ち着きつつあることを踏まえ、目

標値に対して実績をあげるよう努められたい。 

 



 

【Ｂ．公益社団法人坂井市シルバー人材センター】 

 

１．公益社団法人坂井市シルバー人材センターの概要 

（１）設立目的 

 公益社団法人坂井市シルバー人材センターは、定年退職者等の高齢者の希望に応

じた臨時的かつ短期的な就業又はその他の軽易な業務（当該業務に係る労働力の需

給の状況、当該業務の処理の実情等を考慮して厚生労働大臣が定めるものに限る。

以下同じ。）に係る就業の機会を確保し、及びこれらの者に対して組織的に提供す

ること等により、その能力を生かした就業その他の多様な社会参加活動を援助して、

これらの者の生きがいの充実と福祉の増進を図るとともに、活力ある地域社会づく

りに寄与することを目的とする。 

 

（２）本市との関係 

ア 補助金の交付 

坂井市産業政策部商工労政課所管補助金等交付要綱に基づき、交付している補助

金は次のとおりである。 

 

年度 
補助事業名 

(補助要綱名) 

補助対象額

(円) 

補助額 

(円) 
補助率 

5 

坂井市シルバー

人材センター 

運営補助金 

 

（坂井市産業政

策部商工労政課

所管補助金等交

付要綱） 

40,591,214 7,966,000 

補助対象経費の 10/10 以内

とし、予算の範囲内とする。

（国庫のシルバー人材セン

ター補助金は、地方公共団

体が応分の補助を行うこと

を前提としているため、国

の補助限度額とする。） 

ただし、1,000 円未満の端数

が生じたときは、これを切

り捨てる。 

坂井市シルバー

人材センター 

事業補助金 

 

（坂井市産業政

策部商工労政課

所管補助金等交

付要綱） 

27,142,450 12,103,000 

補助対象経費の 1/2 以内と

し、予 算の 範囲 内 とする 。

（国庫のシルバー人材セン

ター補助金は、地方公共団

体が応分の補助を行うこと

を前提としているため、国

庫補助を活用するため国と

同額とする。） 

ただし、1,000 円未満の端数

が生じたときは、これを切

り捨てる。 



 

２．監査の結果 

公益社団法人坂井市シルバー人材センターに対する財政援助等に係る出納その

他の事務については、おおむね適正に執行されているものと認められた。 

 

 

【Ｃ．一般社団法人 DMO さかい観光局】 

 

１．一般社団法人 DMO さかい観光局の概要 

（１）設立目的 

 一般社団法人 DMO さかい観光局は、持続可能な観光地域づくりを実現するために、

坂井市の観光産業を先駆的にけん引する専門的機能を持つことで、顧客満足度の高

い観光事業の充実と振興を図り、経済の発展、自然環境との共生並びに坂井市民の

生活と文化の向上など、地域の活性化に寄与することを目的とする。 

 

（２）本市との関係 

ア 補助金の交付 

坂井市産業政策部観光交流課所管補助金等交付要綱に基づき、交付している補助

金は次のとおりである。 

 

２．監査の結果 

 一般社団法人 DMO さかい観光局に対する財政援助等に係る出納その他の事務につ

いては、おおむね適正に執行されているものと認められた。 

年度 
補助事業名 

(補助要綱名) 

補助対象額

(円) 

補助額 

(円) 
補助率 

5 

一 般 社 団 法 人

DMO さ か い 観 光

局運営補助金 

 

（坂井市産業政

策部観光交流課

所管補助金等交

付要綱） 

38,101,374 31,000,000 

補助対象経費の 10/10 以内

と し、 予 算 の範 囲 内 とす

る。 

ただし、1,000 円未満の端

数が生じたときは、これを

切り捨てる。 



 

（別紙）令和 6 年度財政援助団体等監査における監査委員意見について  

 

上記監査における結果を報告するにあたり、次の事項について地方自治法

第 199 条第 10 項の規定により、財政援助団体及び所管課への意見として添付

する。 

 

【Ａ．株式会社アイビックス（坂井地域交流センター指定管理）】 

坂井地域交流センター（いねす）が完成してから 20 年以上が経過し、老朽

化による修繕費等の必要経費の増加、および市内の類似施設との競合などに

よる利用者数の減少が懸念される。アンケートを活用した地域別利用者数の

把握などを通じて、坂井地域交流センター（いねす）の利用価値を高めるよ

う努められたい。 

所管課においては、いねすを活用した施策について今後の展望を明確にし、

具体性をもって取り組むことで坂井市の農業振興に資することを期待する。 

 

 

【Ｂ．公益社団法人坂井市シルバー人材センター（事業補助金・運営補助金）】 

 シルバー人材センターにおける各事業を行うにあたり、会員の労働環境に

関しては「安全・適正就業委員会」のもとで各会員への啓発・対策指導等を

行っているとのことだが、会員の健康管理や事故防止の観点から、所管課と

の定期的な情報交換を通じて、重大事故を未然に防ぐ方策の適宜強化を望む

ものである。 

また、市の公共事業においてもシルバー人材センターをより積極的に活用

することで、市として高年齢者の社会参加と生きがいづくりに寄与すること

を期待する。 

 

 

【Ｃ．一般社団法人 DMO さかい観光局（運営補助金）】 

 DMO さかい観光局の各事業については、当市および他団体からの委託事業・

国庫補助事業が大半を占めており、DMO はさまざまな委託事業の受け皿として

の役割を担っている。そのため、財源についても国や市の補助金の占める割

合が大きくなっている。 

所管課においては、DMO の今後の自主的・自立的な運営を目指すためにも、

職員の能率向上と時間外勤務の縮減、および観光事業の現状分析などを通じ

て、適切な人員規模で運用できるよう事業内容の再確認に努められたい。  


